
大崎住民訴訟、高裁に控訴 

１０・４大崎住民訴訟請求棄却  
 大崎広域行政組合が行う放射線汚染物質焼却処分を中止させるため

の大崎住民訴訟が 10月 4 日に仙台地裁で棄却させられました(右写真)

が、115名の原告団が 10月 16日仙台高裁に控訴しました。 

 原告団

は新たな

闘いの出

発点とし

て、後日集

会を持つ

予定です。大崎住民訴訟を支援する会も、引き続

き一緒に闘っていくことを、11 月 13 日の月例会

で確認しました。 

 

美里町が汚染廃保管農家

に協力金 費用は東電に請求 

河北新報が 11月 12日付けで、美里町の汚染廃

棄物に関する記事を紹介しています。内容は「住

民の損害を町に付け替え、東電に補償を請求する

形で協力金支給を始めた」というもので、13戸に

計 612万円を支払います。 

これが県内市町村に波及するかどうか、今後が

注目されます。 

 

加美町長が焼却を排除しない方針 

一方、大崎広域行政組合に参加する加美町の新

町長が広報で「(汚染廃の処理について)さまざま

な方法を検討する」と述べており、焼却を排除し

ない方針を打ち出しました。今後の検討が注目さ

れます。 
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女川原発差止訴訟、高裁控訴審始まる！ 

進行協議で「第５層の欠如・避難計画の実効性」の審査を高裁が認める 

 女川原発差止訴訟の「控訴審闘争勝利をめざす石巻集会」が

11 月 11 日(土)石巻防災センターで開催され、広幡が参加した

ので、内容を報告します。当日の参加者は現地 40 名、オンラ

イン 10名の計 50名でした。【写真は 10月２日の報告集会】 

１０月２日の口頭弁論で述べた「５層の深層防護」を解説 

 初めに甫守弁護士が福岡からオンラインで「5層の深層防護の徹底と具体的危険」と題して、原子力発電の

安全性にかかわる 5 層の深層防護を解説。5 層の防護とは「１，原発に異常を発生させないこと」「２，異常

が発生しても、事故に拡大させないこと」「３，放射性物質が外部に放出される事態に発展させないこと」「４，

放射性物質が外部に放出する事態になっても、異常な放出に発展させないこと」「５，異常な放出に発展して

も、公衆に対する放射線被害を回避すること」と説明したうえで、この連続した 5つの防護を用意することと

同時に、各防護が独立して機能することが IAEA の基準であることを強調しました。したがって 4 層までの

防護機能に関係なく、第 5層の防護機能のみの判断でも安全性が審査できると理解できます。 

「第５層が欠けていたら人格権侵害の可能性」と裁判長述べる 

 そして小野寺弁護団長が 10 月 2 日の口頭弁論後に行われた進行協議にふれ、「瀬戸口裁判長が避難計画の

実効性の有無を審査する」と述べたことを報告。裁判所側の発表の概要は次の通り。「福島原発事故後、IAEA

の深層防護の徹底を求められるようになり、第 5 層が明らかに欠けているなら、1～4 層に関係なく、一定地

域の住人への人格権侵害が認められる余地がある。本件避難計画については、原子力防災会議で具体的合理的

と確認了承されていることも踏まえ、裁判所の審理対象は、このような避難計画の実効性審査につき、原子力

災害対策指針に照らして、看過しがたい過誤があるかを判断することととなる。」 

検査場所の開設も検査実施も不可能 

 小野寺団長はさらに避難計画の実効性について解説。まずは検査場所の開設も検査実施も不可能と説明。 

「１，車ごと検査するレーン(ゲート)が 93 台必要なのに、12 しか用意されていない。２，鷹の森公園では 3

万台の車が集中する見込みだが、1 分 1 台として 20 日間かかる。３，現場の動線・配置図も作られず、要員

(東北電力 600 人・宮城県 320 人)の確保計画も定まらず、防護服は 250 人分しか用意されていない。４，要

員 920人の食料・宿泊施設の計画もない。」 

 本当にこれでは、検査場所で避難住民が立ち往生せざるを得ないことになります。 

 また小野寺団長は避難のためのバスの確保と配備すら具体化されていないと指摘。責任の所在について、宮

城県とバス協会の意見の対立があることも報告。また石巻市職員が添乗員になることが決まっているが、石巻

市では具体化していないと指摘しました。 

やっと一つのあかりが灯された 

参加者から「これで勝利する可能性が高まったと思うが、弁護団はどう判断するか」との質問があり、小野

寺団長は「やっと一つの希望のあかりがともされた」と感想を語り、「原子炉の稼働が 5月に延期されたので、

4月までに判断されるよう、裁判所に求めていきたい」と、今後の展望を語りました。 


